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修士論文要旨
問題と目的
　Neimeyer（2002）は，喪失体験の個別性を重視する構
成主義的な観点から，「意味再構成」が悲嘆の中心的プロセ
スと主張した。意味再構成とは，喪失体験をどう理解し，ど
う意味づけをするか，自分の人生をどう構築し直すかを考
えるプロセスである。社会的な要因であるソーシャルサ
ポートは，悲嘆からの回復を促す（廣岡ら，2004；福岡ら，
2003）が，ソーシャルサポートと意味再構成との概念間の
関連性は明確になっていない。また，量的なサポート可能
性のみならず実際行われたサポートの内容や質に着目した
検討や，ソーシャルサポートを経て喪失体験後の心理的プ
ロセスがどう変化したかという検討も求められている。
　そこで本論文では，喪失体験についての意味再構成と普
段から認知されている利用可能なソーシャルサポート量と
の関連を明らかにすること（研究１），および実際の悲嘆か
らの回復プロセスにおいて，享受されたソーシャルサポー
トが意味再構成に与える具体的な効果について心理的変化
を縦断的に明らかにすること（研究２）を目的とした。
研究１
【方法】大学生244名に質問紙調査を実施した。意味再構成
は日本語版外傷後の成長尺度（宅，2010），ソーシャルサ
ポートは学生用ソーシャルサポート尺度（久田ら，1989）
および意味再構成に影響を与えたサポートの有無を尋ねる
ことで測定した。
【結果と考察】全般的に普段から得られるソーシャルサポー
トの量が多い人は，そうでない人よりも喪失体験について
の意味再構成が進んでいることが示唆された。ソーシャル
サポートと意味再構成の概念間の関連性が示されたと言え
る。また，ソーシャルサポートが意味再構成に影響を与え
たと認識している人は，そうでない人より，喪失体験につ
いての意味再構成が進んでいることが示唆された。
研究２
【方法】重大な喪失からの回復を経験し，心的外傷性ストレ
ス症状や抑うつ症状が高くない者を質問紙調査によってス
クリーニングし，大学生・社会人４名を対象に半構造化面
接によるインタビューを実施した。分析には，体験や解釈
の個別性を重視したナラティヴ分析を使用し，喪失体験か
らの回復プロセスにおいて，ソーシャルサポートが意味再
構成に与えた効果を検証した。
【結果と考察】協力者４名のすべての語りにおいて，喪失体
験後にソーシャルサポートによって助けられたエピソード
が存在していた。ただし，全てが満足のいくサポートでは
なかったり，同じサポート源でも協力者間で満足度が異
なったり，といった個人差も見られた。意味再構成につい
ても，すべての協力者の語りにおいて，喪失体験について
の意味再構成が行われており，それらは自分自身の根幹に
大きな影響を与えるものであった。重大な喪失についての
意味再構成は，その人の自己や世界に対する認識に重大か
つポジティブな変化をもたらすことが考えられるが，意味
再構成の内容や影響力については個人差が見られた。
　そしてほとんどの協力者の語りにおいて，実際享受した
ソーシャルサポートが意味再構成を促進する効果を持って
いた。ただし，重大な意味再構成が起きているにもかかわ
らず，ソーシャルサポートの効果が見られなかった協力者
もいた。効果があった場合も，どのようなサポートがどの
ように影響を与えていたかはすべての協力者において異
なっており，それぞれが体験するプロセスの多様性や個別
性が示唆された。
総合考察
　本論文では，喪失体験後の悲嘆による不適応状態にある
人への支援に際して，意味再構成による効果的な回復と肯
定的変化の促進にソーシャルサポートを活用することへの
示唆が得られた。今後に向けての課題としては，意味再構
成の尺度の精査や，より幅広い対象へのプロセス調査が挙
げられる。また，本論文では悲嘆からの回復経験者を対象
としたが，今後さらに重篤な悲嘆の最中にある者への支援
の場を想定した実証的な研究を重ねることが求められる。
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表１　インタビュー協力者の属性，喪失体験の内容
氏名 年齢 性別 職業 喪失体験領域 時期 
A さん 24 女 大学院生 環境（転校） 13/10 年前
B さん 23 女 大学生 死別（母親） 13 年前 
C さん 22 男 大学生 死別（友人） 4 年前 
D さん 48 女 会社員 死別（夫） 12 年前 
